
 

 

 

 
 

国立大学法人東海国立大学機構 名古屋大学大学院生命農学研究科の長江 麻佑子

大学院生、束村 博子 教授、上野山 賀久 准教授、井上 直子 講師らの研究グループ

は、生理学研究所遺伝子改変動物作製室の平林 真澄 准教授、同ウイルスベクター開

発室の小林 憲太 准教授との共同研究で、先天的不妊モデル動物の繁殖能力を回復

させることに成功し、弓状核キスペプチンニューロン (ニューロキニン B とダイノ

ルフィン Aも合成、分泌することから KNDy ニューロンとも呼ばれる) が卵胞発育を

司る繁殖中枢であることを証明しました。 

本研究グループは、先天的不妊モデル動物 (全身性キスペプチン遺伝子ノックア

ウトラ



 

 

【ポイント】 

 先天的不妊モデル動物において、2 割以上の KNDy ニューロンを復元することで、

性腺刺激ホルモン分泌を回復させ、卵胞を排卵可能なサイズにまで発育させること

に世界ではじめて成功した。 

 後天的に 9 割以上の KNDy ニューロンの機能を喪失させると、性腺刺激ホルモン分

泌不全となり、不妊となることを明らかにした。 

 本知見は、家畜の繁殖障害やヒトの不妊治療などへの応用が期待される。 

 

【研究背景と内容】 

ヒトや家畜を含む哺乳類の繁殖機能は、本能行動を司る脳の視床下部という領域に

存在するニューロンによって制御されています。2003 年のヒトの不妊症に関する研究

を契機として、視床下部の新たな神経ペプチド「キスペプチン」が性腺刺激ホルモン放

出ホルモンニューロンを刺激する最も重要な因子として発見され、哺乳類の繁殖機能

を制御する脳内メカニズムが明らかにされつつあります。本研究グループは今回、遺伝
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